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研 究 の 名 称 
在宅療養中に鳥取市立病院に入院された高齢患者における，在宅退院予測因

子の検討 

研 究 の 概 要 鳥取市立病院に入院した患者について，在宅復帰支援に関連した研究です。 

対 象 と な る 人 

65 歳以上の在宅療養中であり，総合診療科に入院した患者さんであり，調査

期間内（2019 年 4 月 1 日～2020 年 3 月 31 日）の期間に入院した患者さん

を対象とします。 

研 究 期 間 2025 年 5 月 1 日 から  2025 年 12 月 31 日まで 

研究の意義・目的 

（意義）高齢者の急性期病態の診療において，在宅から入院になった場合，

急性期病態は改善しても日常生活機能動作の低下や廃用症候群に至ってしま

う結果，元の在宅療養先に退院できないことがあります。2024 年度の診療報

酬の改定に伴い，急性期からの寝たきりの防止や家庭復帰にも重点を置く方

針になっており，急性期からのリハビリテーション体制の充実が求められて

います。入院時に退院先を予測できる因子が分かれば，早期からの退院支援

の役に立つと考えられます。 

 

（目的）在宅から当院に入院された 65 歳以上の患者に関する臨床情報を集積

し，在宅退院に関連のあった因子を明らかにすることを目的とします。 

研 究 の 方 法   

過去診療録による既存情報の収集を行います。対象患者の通常診療の診療情

報を抽出し，匿名化した上で入院時のベースラインデータを抽出し，退院先

との関連を調査します。単純集計と各種統計処理にて検討します。 

デ ー タ の 管 理 

研究対象者のカルテの情報をこの研究に使用する際には，研究対象者が特定

できる情報を完全に削除して取り扱います。 

この研究によって代表研究者が取得した情報は，鳥取市立病院総合診療科の

責任の下，厳重な管理を行います。 

この研究において得られた対象者のカルテの情報等は原則としてこの研究の

ために使用し，研究終了後は鳥取市立病院総合診療科で 10 年間保存した後，

研究用の番号等を消去し廃棄します。 

問 い 合 わ せ 先 

（当研究に関する問い合わせ）  

担当者： 所属 総合診療科  氏名 懸樋英一          

連絡先：〔TEL〕0857-37-1522      〔FAX〕0857-37-1553        

〔E ﾒｰﾙ〕openwaterswimming424@gmail.com             

（当院へのお問い合わせ）  

担当者：鳥取市立病院 所属 総合診療科  氏名 懸樋英一    

〒680-8501 鳥取市的場一丁目１番地  

Tel：0857-37-1522   fax：0857-37-1553 

E-mail：hp.tottori@hospital.tottori.tottori.jp 

情報の公開 URL： https://            


